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【活動概要】

リポソームは脂質分子の球状の集合体で、その中の空間に薬物や
コロナワクチンを格納して輸送するナノマテリアルとして、すでに実
用化されています。その表面にはポリエチレングリコールが担持さ
れており、薬物輸送リポソームの血中寿命を延ばすことに役立って
います。一方で、これらのポリエチレングリコールは、リポソームの
標的細胞内への取り込みを低下させることが示されてきました。

本研究では、ポリエチレングリコール鎖をグリーン素材で生体適合
性の高い糖鎖に置き換えた人工糖脂質を含有する新しいタイプのリ
ポソームを作成して、薬物送達に応用することを目指します。糖鎖
は、ポリエチレングリコールと同様にリポソームの血中寿命を延ば
すことができるうえ、細胞上の受容体との親和性に基づき、標的細
胞へとリポソーム内容物を選択的に輸送できると期待しています。
さらに人工糖脂質の部品はすべてグリーンな生体成分を使うことで、
生分解性を付与し、分解産物のヒトへの負荷や排出後の環境への
負荷を抑えることができると期待しています。

刺激により生理活性を制御できる人工脂質分子の創成
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合成を達成した人工糖脂質分子

人工糖脂質分子骨格のデザイン１

展望；光可動部を有する分子へ展開

人工糖脂質分子骨格のデザイン２と

リガンド結合用ハンドル

アミノ酸を骨格とする
人工脂質骨格

研究成果と今後の展望


